






大学からそれほど遠くない場所にある北大路高
野住宅という低層集合住宅団地が敷地。
実際に敷地を訪れその環境のよさを実感すると
ともに、住戸内部も見学させてもらい、居住者の
お話も聞かせてもらい、よい面だけでなく、問題
点についても情報収集します。住戸が取り囲むコ
モンの中庭にも入らせてもらい、外と内、内のよ
うな外、外と町のつながりなどを実感します。
また、古今東西の集合住宅の事例研究も行い、
これまで人類が積み上げてきた集まって住む方
法を批評的に継承していきます。

1チームが４，５人、それが6チーム集まりグループと
なり、街区全体をデザインします（1学年の人数
から、2グループできます。つまり２つの街全体が
できてきます）。チーム内でのディスカッションも
重要ですが、各チーム同士でお互いの考えを話
し合い、グループとして街区全体のデザインを考
えます。スタディ模型を作って並べてみては考え
直しということを繰り返します。
チーム・グループでの課題なので、教員そっちの
けで盛り上がります。

チームリーダー、グループリーダーを中心に意見
を集約し、デザインを決定していきます。お互い
の意見やデザインのよさを認め、融合していく過
程で、自分ひとりで考えるより豊かなデザインが
生まれてくることを実感します。
もちろん言葉だけでなく、スケッチや図面や模
型といったイメージを不断に作りつづけながら
コミュニケーションすることが重要です。

それぞれのチームがデザインしたブロックを持
ち寄って町が現れます。図面、模型、ＣＧなどを駆
使してプレゼンテーションを組立てますが、各メ
ンバーの得意な作業を活かせる場面でもありま
す。模型や1/100の全体が把握できるものと、
1/50のインテリアまで作るものを用意します。住
戸をつなぐ庭や遊歩道といった外部のオープン
スペースのデザインも重要であり、環境デザイン
学科で学ぶ全ての領域を網羅する課題です。
成果物を並べての講評会はその規模やエネル
ギーにおいて壮観です。

授業紹介 3 ：2年後期環境デザインIII / わたしたちがホントに住みたい集合住宅 (領域横断課題)

実際の敷地・建物を見学し、また住人
の話も取材する（情報収集・分析）

チームごと、チーム同士の打ち合
わせ（仮説・検証ループ）

話し合い・案出しを繰り返し、デザ
インを決定する （決断）

役割分担をしながら、プレゼン
シートや模型を完成させる (定着)

１ 2 3 4

２年生の後期前半課題は集合住宅課題です。２年生前期後半に「ノットハウス」というより実施レベル
に近い本格的な住宅課題を終え、住居のスケール感や構造、詳細の勘所をつかんだ上で、その集合体の
設計に挑みます。ただ、ここではグループ課題という設定にして学生たちの主体的な話し合いを促し、
公共とプライバシーのせめぎ合い等について社会の縮図を経験してもらいます。グループ課題の経験は
就活にも役立っています。







教員紹介（専任・客員）

構造デザイン

建築設計

専任講師

松本　崇

専任講師

松本　尚子

メッセージ

メッセージ

1977 年京都府生まれ。2001 年大阪市立大学工学部建築学科卒業後、アイ・シー・ユー
一級建築士事務所勤務、辻村久信デザイン事務所+ムーンバランス勤務を経て、2011
年みささぎ一級建築士事務所設立。2019 年より京都芸術大学環境デザイン学科専任講
師。

高 2の時に、デッサン技術など皆無だけれど絵画や空間・音楽や哲学などあらゆる芸術
を学びたいと思っていた所、建築なら全てが糧になるらしい、と聞いてこの道を選びま
した。結果とても楽しく生きています。そんな人はぜひお越しください！

大阪芸術大学建築学科卒業後、2003 年木村松本建築設計事務所設立。2022 年より京都
芸術大学環境デザイン学科専任講師。　新建築吉岡賞（2019 年）、2021 年度グッドデ
ザイン賞ベスト 100（2021 年）、JIA 新人賞（2022 年）など。単著「住宅設計原寸図集」
共著「ほっとかない郊外 」。

建築やランドスケープを、学び・考え・つくることの広がりと深さが、私たちを遠いと
ころまで連れて行ってくれます。共に旅する仲間として、みなさんをお待ちしています。

客員教授

東郷　拓真

メッセージ

2013 年京都工芸繊維大学卒業、2015 年京都大学工学研究科修了。金箱構造設計事務所
などを経て、2018 年 1050 Architects 設立。2023 年に株式会社 IN-STRUCT として法
人化。構造設計した建築でK-DESIGN AWARD GRAND PRIZE、Good Design Award
(2020) など受賞。

私は建築の骨組である構造をデザインしています。地球の重力や自然現象を読み解き、
形態を考える楽しい仕事です。デザインと物理が好きだったので、この道を選びました。
みなさんもこの大学で自分の得意なこと、好きなことがきっと見つかると思います。

建築設計

建築設計

夜間景観計画
観光まちづくり
照明デザイン

建築設計
インテリア設計

客員教授

長町　志穂

客員教授

橋本　健史

メッセージ

1984 年兵庫県生まれ。2010 年横浜国立大学大学院Y-GSA修了。2011 年 403architecture
[dajiba]共同設立（浜松）、2017年橋本健史建築設計事務所設立（東京）、2021年同移転（神戸）。
2014年吉岡賞、2016年ヴェネチア・ビエンナーレ国際建築展日本館にて審査員特別表彰。

建築を考えることには際限がありません。だからこそ一生をかけるに値すると思ってい
ます。大学にはそのことを伝えようとする教員、一緒に探る仲間、没頭するための環境
があります。みなさんがそこに足を踏み入れる瞬間に、立ち会いたいと思っています。

客員教授

古谷  俊一

メッセージ

明治大学理工学部建築学科卒業。早稲田大学大学院石山修武研究室終了。IDÉE、UDS
を経て 2009 年古谷デザイン建築設計事務所、2022 年みどりの空間工作所を設立。'20
年より京都芸術大学客員教授。主な賞歴に建築作品賞、日本空間デザイン賞大賞、環境・
設備デザイン賞 最優秀賞。著書に『みどりの建築術』『みどりの空間学』

建築を志すためには生活を取り巻く環境、社会、経済に対してアンテナを張り巡らし、何事にも
興味を持って取り組むことが求められます。周囲の建物や街が構成する環境はどういう力が働い
て実現しているのだろうか。それを一緒に考えましょう。
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